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１．問題提起
日中同形語は意味やコロケーションだけでなく、品詞性にもズレがある。「新明解国語辞典（第五版)』
(｢新明解』）と《現代沢悟同典（第五版)》（《現双》）を照合して、抽出した日中同形語の中に､辞書の品
詞表示にズレがある語は5000語以上もある。そして、「異‘性・精神・文明・未来」のように、「新明解」
では名詞、《現双》では名詞・形容詞とされる同形語は157語ある。
意味が品詞性に大きく影響するので、意味が異なれば、品詞性にずれが出るのも無理がない。例えば、
"精神”は《現双》における形容詞の説明は以下のとおりである：
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②活妖；昭有生気：越干越～｜迭核子大大的眼晴、挺～的。③昭英俊；相貌、身材好：礁迭小伏凡
任得多～！
日本語の「精神」にはこの二つの意味がないので、形容詞ではない。しかし、意味がほぼ同じである
同形語もある。「異性」は『新明解ｊと《現双》における説明がほぼ同じである。
いせい【異性】
(一）同種の生物の間で、男女・雌雄の性の違う△こと（もの)。
(二）男性から女‘性を、女性から男性を指して言う言葉。「－との交際」
(三）性質が異なること。「－－体［０]」（｢新明解｣）
[弄性］yixin9①形、属性同。性別不同的;性辰不同的：～朋友’～的屯互相吸引、同性的屯互相排
斥。②名。指弄性的人或事物：追求～。（《現沢》）
そして、日本語にも中国語の“昇‘性朋友”に対応する「異‘性の友達」という使い方があるので、辞書
の品詞表示どおりに、使い方にズレがあるわけではない。つまり、辞書の品詞表示だけでは、「異’性」の
ような同形語は日中両言語において、使い方にずれがあるかどうかは確認できない。そのため辞書によ
る分析に加え、実用例による分析が必要となる。本稿はコーパスで実用例を検索し、日中両言語におい
て品詞性にズレがあるかどうか比較する。
2．調査の方法
本稿は「新明解」では名詞、《現沢》では名詞･形容詞とされる日中同形語を対象として、その使い方
の実態を調査し、品詞‘性のズレの原因を分析する。ただし、意味にズレが大きい語は使い方にズレがあ
るのも当然であるので､上述157語から、「精神」のような意味にズレが大きいものを除き、「異性」のよ
うな意味に大差のない66語のみを考察対象とする。
考察するには書き言葉コーパスを利用する。日本語の考察には国立国語研究所と文部科学省科学研究
費特定領域研究「日本語コーパス」プロジェクトが共同で開発した「現代日本語書き言葉均衡コーパス』
(BCCWJBalancedCorpusofContemporaryWrittenJapanese）のデー タと検索ツー ルNLB-
NINJAL-LWPfbrBCCWJを利用し、中国語は“国家梧言文字工作委員会”が開発した“現代沢悟通用
平衡培料庫，,を利用する。
まず、この66語について日中両言語のコーパスで検索し、両言語における使い方の特徴をまとめる。
それによって、日本語と中国語において、辞書の品詞表示どおりに、使い方にもズレがあるかどうかを
確認する。使い方にズレがあるなら、品詞性にズレがあることを認め、その原因を考察する。使い方に
ズレがないなら、両言語の単語の品詞分類における基準の差を分析する。
478
日本語の名詞と対応する中国語の名詞・形容詞（許）
3．使い方にズレがある日中同形語
BCCWJと“現代沢語通用平衡悟料庫”で調べた結果、「新明解』では名詞、《現沢》では名詞･形容詞
とされる66語の中に、辞書の品詞表示どおり、使い方にズレがある語は39語ある。つまり、日本語は中
国語の持っている形容詞用法を欠如している')。
日本語
名詞
表１使い方にズレがある日中同形語
語例
威厳威武威風英雄衛生機械虚栄巨富芸術
一
現実賢哲広表古典錯誤策略遜色職業正義
生死誠心尖端速効尊厳知己痴情泥津典型
道徳二心熱情反感封建芳香未来民主模範
理性理知霊異
中国語 語数
名詞
形容詞
3９
3.1日中両言語における使い方の比較
まず、日中両言語における使い方の特徴をまとめる。日本語では、典型的な名詞であり、名詞の統語
的特徴をすべて持っている。
(1)動詞の目的語として働く；
(2)主語にもなれる；
(3)述語の用例が少ない；
(4)「の」を従えて、名詞を修飾するときは、「所有、所属、全体･一部の関係｣、或いは「連用補語の連
体化」を表す2)。例えば、「芳香の強さ」「熱情の証し」などは前者であり、「尊厳の保持」「正義の実
現」などは後者である。
(5)連体修飾を受けられる。
この男には一種の威厳がある。（｢妖魔と二剣士』2005)3）
日本人が複数の神仏を同時に拝めるのは、
命」1985）
唯一絶対の永久なる正義を信じないからだ。（｢知価革
(1)と(2)は名詞の特徴を備えている証拠であり、(3)(4)(5)は形容詞ではない証拠となる。つまり、日本語
では正真正銘の名詞である。
l）厳密に考えると、“英雄'･などは中国語で形容詞として使われる時、すでに意味に変化があり、日本語と同形同義語
とは言えなくなる。ただし、「精神」のように意味に明らかの差があり、名詞の意味からその形容詞の意味を推測で
きないのと違って、中国語で形容詞として使われる際、その意味は名詞と大きく掛け離れず、名詞からその意味を
推測できるので、広義の同義語として扱っている。
2）寺村秀夫（1991）「日本のシンタクスと意味Ⅲ』pp240-258
3）日本語の用例はすべてBCCWJから抽出したものである。ここは作品名と出版年の情報のみ挙げる。
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中国語では、《現沢》の品詞表示どおり、名詞と形容詞の二つの使い方を持っている。
名詞：
(1)動詞の目的語として働く；
(2)主語にもなれる；
(3)述語の用例が少ない；
(4)“的”を従えて、名詞を修飾限定するとき、「所有、所属、全体･一部の関係」か、「連用補語の連体
化」が基本であり、形容詞の連体修飾用法と区別する。例えば、“英雄的非洲人民”と“英雄的挺生，，
“英雄的故事”における“英雄”の統語的作用が異なる。前者は属性を表す用法であり、“非洲人民恨
英雄”に言い換えられる。一方、後者は“英雄挺生了”“英雄ｲi]的故事”に言い換えられるので、明
らかに名詞である。
形容詞：
(1)名詞を修飾限定する属性規定用法が基本である。
(2)述語にもなれる。
(3)“地'，を伴い、形容詞や動詞を修飾限定する連用修飾用法を持つ語もある。
形容詞としては、上述の三つの用法においてゆれがある。つまり、（')の属性規定用法はほとんど持っ
ているが、(2)と(3)の機能を持っている語は一部しかない。例えば、“措涙、熱情”などは完全な形容詞で
あるのに対して、“古典､服並''などは連体修飾用法しか持たない。さらに、“未来､知己”などは形容詞
として、それと結合する名詞も限定される。“未来”は‘‘属‘性同',として4)、時間の長さを表す単語としか
結合できない。
まとめると、この39語の日中同形語は日本語と中国語でともに正真正銘の名詞であり、名詞用法は完
全に一致する。一方、品詞性のズレは、日本語に形容詞の用法が欠如している点にある。
3.2品詞性にズレがある原因
表ｌで挙げた39語は日中両言語で使い方にズレがある。しかし、名詞として意味が完全に一致するの
に、なぜ中国語だけが形容詞の使い方を持っているかという疑問が湧く。そこで原因を次の三つの角度
から考察する。
まず、日中両言語において、品詞の転成法が異なる。“英雄、威風、机械、乞木、「~表、策略、痴情、
泥狩、熱情、二心、駅並'，などは中国語において、その本来の意味は名詞である。その証拠として、主
に次の三つが挙げられる。（１）これらの単語の語構成を見ると、“熱情、痴情，の‘‘情"、“策略”の“略"、
"二心''の“心”などのように、右側の構成要素がほとんど名詞成分である。(2)《現沢》ではまず名詞の
説明があり、その後に形容詞の説明がなされる。例えば“熱情”の場合は“園熱烈的感情：愛国～|工作
～|満腔～|～洋溢|～奔放。②圃有熱情：～服各|待人～|衣民対前来参現的外冥非常～｡”となっている。
4）“属性同，，とは形容詞の下位分類の一つで、主な統語的機能は連体修飾語になることである。表ｌの下線が付いてい
るものは《現双》では“属性同'，とされている。
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(3)《沢悟大同典》で挙げた最初の例文において、名詞として使われている。この三つのことから、これ
らの日中同形語は中国語において、もとは名詞として使われているが、その後形容詞の用法が派生した
ことが推測できる。
謹景春（1998）は、名詞の意味にはその名詞を限定する「性質的な意味」が含まれ、名詞が形容詞に
転成することはその「性質的な意味」が活‘性化された結果であると述べている。例えば、“典型”は名詞
として“具有代表性的人物或事件”という意味であるが、‘‘具有代表‘性的”は“典型”の固有の特質であ
り、その部分だけが活性化すると、形容詞としても使えるようになるという。諏氏は“策略、典型、熱
情、威風、現実、乞木、理智、道徳、英雄、机械，'などの日中同形語をこの転成法の語例として挙げて
いる。謹氏の論説から、表ｌの39語のほとんどは名詞から形容詞の用法が派生したと判断できる。中国
語において、もともと名詞であるが、その後、一部の感覚を表現するのに、適当な形容詞が見当たらな
い場合、その‘性質を持つ名詞で言い表すことで、形容詞にしたのであろう。
それに対して、日本語の名詞には形容詞に転成する特別なルートがある。それは、接尾辞「的」の付
加である。日本語では、ほとんどすべての名詞に「的」をつけると、その名詞の‘性質を表す形容詞にな
るのである。現に、「機械的な／に」が中国語の“机械的/地，，と対応しているように5)、「機械･芸術･現
実・未来・理性・典型」などは日本語で接辞「的」を伴う用例が数多く見られる。
このように、中国語では名詞の“‘性辰意又”を活‘性化させることを通して、語形を変えずに形容詞と
して使われることができるので、一つの単語に名詞と形容詞の二つの品詞性を備える。日本語では接辞
｢的」を付加することで、形容詞的な用法が派生するが、名詞そのものの語形だけでは、形容詞になるこ
とはない。これが『新明解』では名詞、《現沢》では名詞･形容詞である日中同形語における品詞性のズ
レの一番大きな原因であろう。
一方、名詞から形容詞への転生とは逆に、「尊厳」のように、古代中国語では形容詞であったものが、
後に新しい意味が派生し、名詞にもなったものもある。日本語の場合、「日本国語大辞典（第二版)」で
は形容動詞の用法も取り上げたが、BCCWJからは用例が出なかったので、現代日本語では形容詞用法
がなくなり、名詞用法のみ残っていることが推測できる。しかし、中国語はまだ古代の用法が残ってい
て、形容詞でもある。
それから、日中両言語における使い方の限定化も品詞‘性のズレの原因の一つとなっている。「未来」は
名詞用法が一致する。しかし、中国語では名詞のほかに、“未来二十四小吋天気預根"、‘‘未来三天或有雨”
のように、ほぼ時間を表す言葉と結合して、「これから（24時間)」の意味で、主に気象情報を発表する
時に使われる言葉となっている。この場合、名詞の前に置かれ、その名詞を修飾限定するので、《現双》
では“属性同'，として扱われている。日本語にはこの使い方がない。一方、「錯誤」のように、日本語で
使い方が限定される同形語もある。「錯誤」は主に「試行錯誤･時代錯誤」のような四字漢語の一部とし
て使われることが多く、名詞でしかない。しかし、中国語では、名詞用法にそのような限定がない上に、
5）「中日対訳コーパス」（北京日本学研究センターが開発したコーパス）を検索したところ、中国語の形容詞の用法は
日本語の「～的」とほとんど対応していることがわかる。これもその証明の一つであろう。
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"措涙”を構成する形態素の“措”と‘‘俣”の形容詞的な性質を受け継ぎ、形容詞でもある6)。
また、使用頻度の低下も品詞性に影響する。例えば、“知己”は中国語では「自分を知っている」の意
味で修飾語として使われるので、形容詞にも分類されている。日本語では「自分を知っている者」の用
法しかなく、使用頻度も低いので、名詞である。そして、“威秤、巨富、賢哲'，などは古代中国語ではす
でに名詞と形容詞両方の使い方を持っている7)。日本語では、使用頻度が低い上に、BCCWJには名詞用
法しかないため、名詞であると考えられる。中国語から名詞だけの用法を取り入れたのか、それとも両
方とも日本語に伝わったが、使用頻度の低下によって、形容詞の用法をなくしてしまったのかは分から
ないが、現在は日本語では名詞、中国語では名詞・形容詞というように品詞にズレがある。
4．使い方にズレがない日中同形語
BCCWJと‘‘現代双培通用平衡梧料庫''で調べた結果、「新明解』では名詞、《現双》では名詞･形容詞
とされる66語の中に、辞書の品詞表示が異なりながら、実際の使い方が一致している同形語は27語ある。
つまり、これらの同形語は辞書の品詞表示に関わらず、日本語も中国語も形容詞的な使い方をしている
ことになる。
日本語
名詞
表２使い方にズレがない日中同形語
語例
異性衛星汚職活性機密具象豪富首席処女
深層先端全面壮観地下長編同性同類必然
標準平常無事友好洋紅理想露天静態付近
中国語 語数
名詞
形容詞
2７
4.1日中両言語における使い方の特徴
表２で掲げた同形語は辞書の品詞表示では日本語では名詞、中国語では名詞と形容詞となっている
が、コーパスの用例では、使い方にズレがほとんどない。
まず表２の下線がついている「異性･衛星…」などの１３語は《現沢》では“属性同”とされている。日
中両言語で名詞用法が対応している上に、日本語にも“属性同”の特徴がある。例えば、「異性」の用例
としては次のようなものがある。
八十歳、九十歳になっても何人もの異性の友達がいるのが理想的だが…（｢ボケてたまるか！』
6）「錯誤」の場合、日本語と中国語における漢字形態素の自立性にも関係があると思う。日本語では、「錯」は結合専
用形態素であるのに対して、「誤」は「誤り」として自立形態素であり、そして右側中心部の論にも従えば、「誤り」
によって名詞という品詞性が決まる。中国語では“俣”は自立性が低いに対して、‘‘惜”は自立形態素であり、“借，，
によって“措俣”の意味と品詞性が決まることが考えられる。
7）《双培大同典》の用例に、そして“古代沢語培料庫桧索”（http://www､cncorpus,org/ACindex・aspx）から名詞と形
容詞の用例が出ているので､かなり古い時代から名詞と形容詞の使い方を持っていることが推測できる。ただし、ど
ちらが先であるかは本稿に大きくかかわらないので、触れないことにする。
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2003)いままで紀久子が自室へ異‘性の社員を呼び寄せたことはなかったからである。（｢新幹線殺人
事件」2004）
このように「異性」は辞書の品詞表示が異なる一方、使い方が一致していることが判明した。そのほ
か、「衛生．処女」は「衛星都市」「処女作」といった複合語を作る場合のみ、中国語の形容詞と対応し、
使い方が限定されている。「露天．付近」は場所を表す名詞で、そのまま「屋外」「近く」を表す場所名
詞であるが、「屋外にある」「近くにある」の意味もある。《現沢》は“附近fujin①形属性同。葬近某地
的:～地区｜～居民。②名附近的地方:他家就在～、凡分紳就可以走到｡”のように名詞と形容詞に分け
ているが、「新明解」はそこまで細かく分けていない。つまり、「付近」における品詞のズレは辞書の扱
い方によるものである。
それから、残りの“机密、祢准、理想”などは中国語では名詞である一方、形容詞としては連体修飾
語のほか、述語にもなれる。特に“根、非常,，などの副詞にも修飾されることから上述の“属性同”とは
区別される。
因而遠出芭雷中我不到一十完全祢准的‘‘古典式，，姿勢（《癒狂的秩序》1991）
用心不能悦不是良苦的、但数果恨不理想。（《晩明的版画》1981）
日本語では「標準・理想」などは「一ノ」を従え、名詞を修飾する部分一「理想の社会；理想の男
性」「標準の明朝体;標準の表示形式」は中国語と対応しているが、述語の使い方はない。しかし、中国
語では名詞を修飾する以外、述語にもなれる。つまり、この１３語は日本語では形容詞的な使い方がある
としても、中国語ほど形容詞化されていない。
また、「全面･必然」は日中両言語において、名詞の使い方が少なく、中国語ではそのまま動詞を修飾
する副詞的用法が多い。日本語でも、「全面的･必然的｣の用法が全体の半分も占めている。つまり、「新
明解」と《現沢》の品詞表示にはまだ考える余地があると言える。
4.2辞書の品詞表示が異なる原因
コーパスで調査した結果、表２で掲げた27語は日中両言語において、使い方がほぼ同じであることが
分かった。しかし、「新明解』では名詞、《現沢》では名詞・形容詞とされている。これは主に日本語と
中国語の品詞分類の相違に原因がある。
まず、“昇‘性、五星、処女”など、中国語では形容詞の一種として扱われている‘‘属’性同”は日本語の
国語辞典では全て名詞とされている8)。日本の国語辞典は形態的特徴で品詞判断を行っていることが伺
える。例えば、「異性の友達」というフレーズについて考えてみると、「異‘性」は「-ノ」を従え､名詞を
修飾しているので、その働きが「静かな町」における「静か」と同じであっても、「-ノ」という形態的
8）『新明解」だけではなく、「大辞林（第二版)」『大辞泉」などの国語辞典も確認したところ、やはり名詞とされてい
る。つまり、このような扱い方は国語辞典において普遍的であることがわかる。
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特徴から、名詞と扱われるのであろう。それに対して、中国語は形態的特徴が乏しい言語であり、単語
の文中に果たす統語的特徴及びそれと結合する単語の‘性質から品詞'性を判断している。“昇性､工星”な
どは名詞と異なり、連体修飾語としての使い方があるので、形容詞の統語的特徴を満たしている。ただ
し、述語にも連用修飾語にもあまりなれないことから普通の形容詞と区別して、“属性同，，という下位分
類を設けたのである。
村木（2004）は統語的機能が形容詞と同じでありながら、「-ノ」を従え、名詞を修飾する単語は名詞
ではなく、形容詞の一種一第三形容詞として扱うことを提唱している。この説に従えば、「異性の友
達」「衛星都市」「処女作」における三語は名詞ではなく、第三形容詞となる。この主張に準じれば、日
中両言語において、使い方も品詞性も一致することになる。
それから、日本語と中国語はいくつかの品詞を兼務する多品詞語の判断基準が異なる。「異性」などは
日中両言語において二つの意味がある。一つ目は「異性の友達」における「雌雄の性の違うこと」とい
う意味であるが、二つ目は「あの異‘性が好きだ」における「雌雄の‘性の違う人」という意味である。し
かし、両方とも名詞の形態的特徴であるので、「新明解」では両方とも名詞とされている。実際、「異性
の体」と「異‘性の友達」における「異性」の働きが異なる。前者は「友達」の'性質（性別）を表してい
るのに対して、後者は「体」の持ち主を表している。
しかし、中国語は元来多品詞語（"兼美同"）を扱うとき、二つ以上の品詞の文法的機能を果す際、そ
の語義に変化があるかどうかが判断の決め手となる。《現沢》の多品詞語の語釈を見ると、すべて品詞ご
とに釈義が異なるので、この原則に従っていることが分かる。これが「異性．無事」などが中国語で二
つの品詞を有する原因である。一方、日本語では、「男女・雌雄の‘性の違うこと（もの)」「罪のないこ
と。また、その人」のように、性質とその性質を持つものを一緒に解釈している。つまり、意味の変化
の有無は品詞の変化に関係がないようである。この扱い方の違いによって、品詞表示に差が出たのであ
る。
５・まとめ
「新明解』では名詞、《現沢》では名詞･形容詞である日中同形語の157語から、意味がほぼ同じである
66語を選び、考察した結果、使い方にズレがある同形語は39語あり、一方、辞書の品詞表示とは違って、
実際の使い方ではズレがない同形語は27語あることが分かった。
前者の場合、品詞性にズレが生じる主な原因は日中同形語における名詞から形容詞への転成ルートが
異なるためである。中国語はそのままの語形で名詞から形容詞に派生できるのに対して、日本語は常に
｢的」を追加することで形容詞化する。さらに、“未来”が中国語において形容詞の使い方が限定されて
いるように、両言語のいずれかに限定する使い方ができたこと、一部の同形語は使用頻度が低いことな
ども品詞性に影響する。
後者の場合、使い方が一致しているのに、辞書の品詞表示が異なるのは、日中両言語（国語辞典）の
品詞判断の基準が異なるためである。まず、《現双》で"属性同”とされる語は日本語で同じく形容詞的
な使い方を持っていても、「一ノ」で名詞を修飾限定しているので、「新明解』では名詞とされる。また、
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中国語は意味に変化があるか否かによって多品詞語を判断しているのに対して、日本語は形態的特徴で
判断しているので、意味が異なっても、形態的特徴が似ているのであれば、多品詞語としない。
このように、日中同形語の品詞‘性は辞書だけではその実態が明らかにならないことが分かる。コーパ
スの用例による検証を経てはじめて、その対応関係が明らかになり、品詞性のズレの原因も明らかにな
るのである。
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